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　全学向日本語プログラムは，名古屋大学に在籍する

留学生（大学院生，研究生など），客員研究員，外国人

教師などを対象に，日常生活や大学での研究生活に必

要とされる日本語運用能力の養成を目指して開講され

ている。

　2008年度は昨年度に引き続き，日本語プログラムを

見直し，効率を図るとともに，全学留学生を対象とす

る全学向日本語講座の拡充計画を立案し，実施した。

１．2008年度の概要

１ ）2008年度は，前期・後期に「集中コース（IJ コー

ス）と「標準コース（SJ コース）」を開講し，アラ

カルト授業として「オンライン日本語コース」「漢字

コース」「入門講義」を開講した。

　 　集中コースは，短期交換留学生の受講が多いとい

うこともあり，週20時間４レベル５クラスを設けた

（昨年度は４クラス）。なお，集中コースはすべて午

前の開講となった。

　 　標準コースは，７レベル９クラスを設けた（昨年

度は７レベル８クラス）。昨年度は初級Ⅰレベルに

ついて，前期のみ２クラスを設けたが，「クラス人数

が多い」という学生アンケートの結果を踏まえ，前

後期共に２クラス体制をとった。なお，標準コース

はすべて午後の開講となった。

２ ）例年と同様，初級Ⅱ以上を希望する受講者を対象

にクラス分けテストを実施し，日本語能力レベルに

応じたクラス編成をした。なお，今年度もクラス分

けテストの会場を２つ設け，上級レベルを希望する

者については，別途にテストを実施した。

３ ）各クラスにおいて，出席および成績の管理を行

い，授業終了時に出席率および成績から合格者を発

表し，合格者は次期進級する際クラス分けテストを

免除している。再履修者についても同様である。た

だし，上級レベルにおける再履修者は定員を超える

申し込みがあった場合，受講を制限することにして

いる。

４ ）全学向日本語プログラムは，基本的には単位取得

をする授業ではないが，短期交換留学生に関して

は，別途に単位認定基準を設け，単位認定を行った。

５ ）昨年度に引き続き，FD 活動の一環として学生に

よるコース評価をレベル・科目別に行った。

２．期間と内容

１）前期開講期間：2007年４月14日㈪

 ～７月29日㈫14週間

２）後期開講期間：2007年10月14日㈬

 ～2008年２月４日㈬14週間

３）開講クラスと内容：
コース科目 レベル・クラス数 目　標 教　材

標準コース
（standard）

初級Ⅰ
SJ101

日本語がほとんどわからない学生を対象に，日本語
文法の初歩的な知識を与えるとともに日常生活に
必要な話しことばの運用能力を育てる。（漢字150
字，単語数800語）

A Course in Modern Japanese, 

[Revised edition] Vol. 1

初級Ⅱ
SJ102

初級Ⅰ修了程度のレベルの学生を対象に，さらに基
礎日本語の知識を与えるとともに日常生活に必要
な話しことばの運用能力を育てる。（漢字150字，単
語数1000語）

A Course in Modern Japanese, 

[Revised edition] Vol. 2
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標準コース
（standard）

初中級
SJ200

初級Ⅰ，Ⅱで学んだ文法事項の運用練習を行うとと
もに，中級レベルで必要となる漢字力，読解力を含
め，日本語運用能力の基礎を固める。（漢字100字，
単語数800語）

留学生センター開発教材

中級Ⅰ
SJ201

初中級修了程度のレベルの学生を対象に，日本語の
文法を復習しつつ，４技能全般の運用能力を高め
る。（漢字150字，単語数1200語）

『現代日本語コース中級Ⅰ』

中級Ⅱ
SJ202

中級Ⅰ修了程度のレベルの学生を対象に，日本語の
文法を復習しつつ，大学での勉学に必要な日本語能
力の基礎を固める。（漢字150字，単語数1200語）

『現代日本語コース中級Ⅱ』

中上級
SJ300

中級Ⅰ，Ⅱで学んだ学習項目を実際の場面で使える
よう運用練習を行い，上級レベルの日本語学習の基
礎を固める。（漢字200字，単語数1000語）

留学生センター開発教材

上級
SJ301

中上級修了程度の学生を対象に，大学での研究や勉
学に必要な口頭表現，文章表現の能力を養う。（漢
字200字，単語数1500語）

留学生センター開発教材

集中コース
（intensive）

初級Ⅰ
IJ111

日本語がほとんどわからない学生を対象に，日本語
文法の初歩的な知識を与えるとともに日常生活に
必要な話しことばの運用能力を育てる。（漢字300
字，単語数1800語）

A Course in Modern Japanese, 

[Revised edition] Vols.1&2

初級Ⅱ
IJ112

標準コース初級Ⅰ修了程度の学生を対象に，日本語
文法の基礎を固め，日常生活だけでなく勉学に必要
な基礎的日本語運用能力を養う。（漢字250字，単語
数1800語）

A Course in Modern Japanese, 

Vos.2 および作成教材

中級Ⅰ
IJ211

集中コース初級Ⅰまたは標準コース初級Ⅱ修了程
度の学生を対象に，日本語の文法を復習しつつ，４
技能全般の運用能力を高める。（漢字250字，単語数
2000語）

『現代日本語コース中級Ⅰ』および
留学生センター作成教材

中級Ⅱ
IJ212

集中コース初級Ⅱまたは標準コース初中級修了程
度の学生を対象に，４技能全般の運用能力を高め，
研究に必要な日本語能力の基礎を固める。（漢字300
字，単語数2400語）

『現代日本語コース中級Ⅰ・Ⅱ』

漢字コース
（kanji）

漢字Ⅲ
Kj1000

漢字300字程度を学習した学生を対象に，日本語能
力試験２級程度の漢字1000字を目標に学習する。

『漢字マスター　Vol.3　２級漢字
1000』

入門講義
（introductory）

次の専門分野を日本語でやさしく解説する講義形式の授業である。日本語運用能力を高めるとともに，日本
理解を助ける科目である。標準コース中上級レベル以上の日本語能力が受講資格である。
国際関係論Ⅰ・Ⅱ
IR200

グローバリゼーションをキーワードとして，いくつ
かの認識方法を手がかりに，現代国際環境の変容を
見る。

講読文献などは授業中に適宜指示
する。

日本文化論Ⅰ・Ⅱ
JC200

日本の社会や文化の特徴をより深く理解するため
に，韓国を比較の対象として取りあげ，東アジアに
おける「近代」（西洋文明との出会い）の意味を考
える。

講読文献などは授業中に適宜指示
する。

言語学Ⅰ・Ⅱ
GL200

言語学の一分野である意味論（認知意味論を含む）
について学ぶ。特に，現代日本語を素材として，類
義表現・多義表現などの分析方法を身につけること
を目指す。

講読文献などは授業中に適宜指示
する。

日本語学Ⅰ・Ⅱ
JL200

主に日本語教育で問題となる文法項目を取りあげ，
整理・検討することによって，文法の基本的知識を
身に付けることを目標とする。

講読文献などは授業中に適宜指示
する。
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３．受講生数

１）標準コース
前　期 後　期

登録者数 修了者数 登録者数 修了者数
初級Ⅰ（２クラス） 35 15 初級Ⅰ 67 48
初級Ⅱ 26 15 初級Ⅱ 29 17
初中級 33 18 初中級 34 28
中級Ⅰ 34 15 中級Ⅰ 33 20
中級Ⅱ 34 20 中級Ⅱ 35 29
中上級 36 15 中上級 53 40
上級 75 28 上級 68 36

計 273 126 計 319 218

２）集中コース
前　期 後　期

登録者数 修了者数 登録者数 修了者数
初級Ⅰ・Ⅱ（２クラス） 21 19 初級Ⅰ・Ⅱ（２クラス） 50 45
初級Ⅱ・初中級 13 7 初級Ⅱ・初中級 24 20
初中級・中級Ⅰ（２クラス） 35 25 初中級・中級Ⅰ 32 27
中級Ⅰ・Ⅱ 31 19 中級Ⅰ・Ⅱ 25 19

計 100 70 計 131 111

オンライン・日本
語コース

中上級読解作文
OL300

中級レベルを修了した学習者を対象に，400字～600
字程度の文章の理解とその文章の要約や関連作文
を課し，文章表現能力を養う。

Moodle 版日本語教材

オンライン漢字
OLkj

初中上級レベルの学習を修了した学習者を対象と
した漢字のクラスを開講している。毎週１回オ
フィースアワーを開設する。

 （入門講義科目の「Ⅰ」は秋学期に，「Ⅱ」は春学期に開講する。）

４．学生によるコース評価

　昨年度と同様に授業改善と教授能力の向上を図るた

めに，前期と後期に受講者を対象に，コース内容に関

するアンケートを実施した。回答者数（短期交換留学

生を含む）は前期と後期，それぞれ120名と136名であ

る。アンケートの内容はレベルによって異なるが，各

レベルに共通して尋ねた質問のうち３つの項目につい

て報告する。

質問１：教材は役に立ったと思いますか。

質問２： 勉強したことがよく理解できたと思いますか。

前期
Q1 Q2 合計

そう思う 79 56 56％
どちらかといえば「はい」 27 41 28％
どちらとも言えない 11 20 13％
どちらかといえば「いいえ」 ２ ２ ２％
そう思わない １ １ １％
回答者合計 120 120 100％

後期
Q1 Q2 合計

そう思う 86 66 56％
どちらかといえば「はい」 28 50 29％
どちらとも言えない 13 14 10％
どちらかといえば「いいえ」 ５ ５ ４％
そう思わない ４ １ １％
回答者合計 136 136 100％
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　以上の結果から分かるように，全般的に良好な評価

結果が得られた。ただ，受講者によっては「宿題をもっ

と出してほしい」，「たまに先生の説明がわかりにくい

時がある」「授業で取り上げるテーマの領域をもっと広

げてほしい」というような指摘もあった。今後，この

ようなニーズに対応していくために，さらに工夫が必

要であろう。

質問３： 日本語の授業について意見やアドバイスが

あったら書いてください。

　この質問には様々な回答があったが，全般的に寛大

な評価が多かった。しかし，中には以下のような要望

も出ており，今後さらなるプログラムの改善に努める

必要があると感じた。

・「教科書に古い内容が含まれている」

・「クラスの人数が多い」

・「日本語レベルをもっと増やしてほしい」

・「専門に関する読解や聴解があったらいいと思う」

・ 「日本語能力試験の対策のための授業科目があったら

いいと思う」

５．今後の課題

　以上のように，2008年度は昨年度の実施結果を踏ま

え，さらにプログラムの充実を図ってきた。しかし，

留学生30万人計画や国際交流のさらなる進展に伴い，

今後日本語教育へのニーズはさらに多様化するものと

予想される。

　そこで留学生センターでは，来年度から既存の日本

語プログラムを見直し，さらに効率を図るとともに，

新しい試みとして「ビジネス日本語」を開設する予定

である。

　概要は以下の通りである。

１．概要

　将来，日本の企業に就職を希望する人はもちろ

ん，日本人のビジネスコミュニケーションに対す

る理解を深めたい留学生を対象とし，日本のビジ

ネス・マナー及びビジネスで用いられる日本語表

現を身につける。また，日本人のビジネス・スタ

イルや価値観，日本のビジネス習慣，日本企業の

特徴などの理解も深める。

２．目標

⑴　日常のビジネス会話が理解できる。

⑵ 　会議，商談，電話など，場面や状況に応じた

多様な表現を習得し，文脈・目的に応じた適切

な表現の選択ができる。

⑶　日本のビジネス慣習に対する理解を深める。

３．受講資格及び開講期間

　講義はすべて日本語で行っているため，日本語

能力試験２級程度の日本語力を備えていること

が条件となる。開講期間は標準コースと同様であ

る。

４．開講クラス

　中上級レベルを用意し，様々な教材を活用して

ビジネス日本語の学習を支援する。クラスの主な

内容は以下の通りである。

⑴　心構え：表情，姿勢，動作

⑵　会話のマナー：言葉遣い，敬語の使い方

⑶　電話のマナー：電話のかけ方，電話の受け方

⑷　就職活動ガイド：面接の練習


